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(57)【要約】
【課題】
　生産工程における熱エネルギー消費量が少なく、且つ
、光取出し効率と耐久性に優れた有機ＥＬ素子及びそれ
を具備した有機ＥＬ表示装置の提供を目的とする。
【解決手段】
　透明基板５の一方の上に、光散乱層４、陽極３、有機
発光層２、陰極１が順次積層されてなる有機ＥＬ素子で
あって、
　前記光散乱層４は、少なくとも多孔性粒子と高屈折率
粒子とを含むフィラーと、ＵＶ硬化性樹脂を含むＵＶ硬
化性樹脂組成物から形成され、前記フィラーの含有率が
７０ｗｔ％以下であることを特徴とする有機ＥＬ素子で
ある。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　透明基板の一方の上に、光散乱層、陽極、有機発光層、陰極が順次積層されてなる有機
ＥＬ素子であって、
　前記光散乱層は、少なくとも多孔性粒子と高屈折率粒子とを含むフィラーと、ＵＶ硬化
性樹脂を含むＵＶ硬化性樹脂組成物から形成され、前記フィラーの含有率が７０ｗｔ％以
下であることを特徴とする有機ＥＬ素子。
【請求項２】
　前記多孔性粒子は、細孔径が１～５０ｎｍの無機酸化物からなることを特徴とする請求
項１に記載の有機ＥＬ素子。
【請求項３】
　前記高屈折率粒子は、屈折率が１．８以上の金属または無機酸化物であることを特徴と
する請求項１または２に記載の有機ＥＬ素子。
【請求項４】
　前記光散乱層は、全光線透過率が８０％以上であることを特徴とする請求項１～３のい
ずれかに記載の有機ＥＬ素子。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれかに記載の有機ＥＬ素子を具備したことを特徴とする有機ＥＬ表
示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機ＥＬ（Ｅｌｅｃｔｒｏ　Ｌｕｍｉｎｅｓｃｅｎｃｅ）素子に関し、特に
有機ＥＬ素子の光取り出し効率を向上させる構成に関する。
【背景技術】
【０００２】
　有機ＥＬ素子は、自発光による広視野角、高速応答、薄型軽量などの利点から、携帯電
話やデジタルカメラのディスプレイ、さらには照明機器に応用されている。
【０００３】
　一般に、有機ＥＬ素子は、透光性基板上に、正孔注入層、正孔輸送層、インターレイヤ
ー層、発光層、電子輸送層、電子注入層を陽極と陰極とで挟んだ構造を有する。有機ＥＬ
素子は、上述の構造における陽極と陰極に直流電圧を印加し、発光層に電子および正孔を
注入して再結合させることにより励起子を生成し、この励起子の失活する際の光の放出を
利用して発光に至る。
【０００４】
　従来、これら有機ＥＬ素子において、発光層から射出した光線が、発光面側の透光性基
板から射出する際、図２に示すように、一部の光線が観察側の透光性基板（例えばガラス
板）と空気との界面や、陽極と透光性基板との界面において全反射してしまい、外部に取
り出す光量が損失するという問題があった。この場合、外部に取り出す光量の光取り出し
効率は、一般的には２０％程度と言われている。そのため、高輝度の表示や照明が必要と
なればなるほど投入電力を大きくする必要があった。この場合、素子に大電流が流れるこ
とから素子の負荷が増大し、輝度低下や低寿命化を招来し、素子自体の信頼性が低下する
。
【０００５】
　この問題を受けて、有機ＥＬ素子の光取出し効率を上げる試みが種々実施されており、
前記透光性基板外部に、レンズ形状を付与した光取出し向上フィルムを貼付することで透
光性基板－空気界面での全反射光量を低減させたり（図３参照）、陽極であるＩＴＯ等の
透明電極と透光性基板との間に光散乱層を挿入することで、陽極－透光性基盤間の全反射
光量を低減させたり（図１参照）して、光取出し効率を向上させる試みが報告されている
。従来、前者の有機ＥＬ素子の外部形状変化で光取出し効率を向上させる方法が主流であ
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ったが、陽極－透光性基板間で全反射してしまう光を取り出せるようにした方が、外部へ
の取り出し光の増加量が多いことから、近年陽極と透光性基盤間に光散乱層を挿入する手
法が注目されてきている。
【０００６】
　その方法としては、例えば、ガラスフリットを樹脂と共に練ってインキとしたものをガ
ラス基板上へ塗布し、高温で焼成・加熱することにより、ガラスフリットを溶融すると共
に樹脂を焼失させ、気泡をガラス媒体内に内在させるもの（特許文献１）、酸化亜鉛を散
乱粒子として含むアクリル系樹脂溶液をスピンコート塗布することにより散乱層を得るも
の（特許文献２）、テトラエトキシシランの加水分解物であるゾル－ゲル溶液と粒径８０
ｎｍのシリカゾル溶液の混合物をスピンコートで塗布後、３００℃で加熱して光散乱層と
して機能する硬化皮膜を得るもの（特許文献３）などが報告されている。
【０００７】
　しかし、上記の方法には課題が多く残っている。具体的には、特許文献１の方法では、
ガラスフリットの溶融に５００℃以上での焼成が必要となる為、熱エネルギー消費量が多
かったり、プラスチック材を基板として適用できず、汎用性に劣ったりする点が問題とな
る。また、高温焼結炉が必要となる等の点で生産性に問題がある。
【０００８】
　特許文献２の方法は、樹脂溶液をスピンコートにより塗布した後、溶媒沸点程度の温度
で乾燥することで光散乱層を得る点は、熱エネルギー消費量が少ない為好ましいが、シー
トｔｏシート加工となる為、量産性に欠けるといった問題を抱えている。また、特許文献
３の方法は、塗布による容易な形成方法であり、高い耐熱性を有する膜が得られる点で好
ましいが、金属アルコキシドのゾル－ゲル液から形成される硬化膜は、膜厚が厚くなると
硬化時の収縮応力でクラックが発生し、クラックが発生しない有効膜厚とされる２００ｎ
ｍ以下の膜の中に可視光散乱に有効な数十ｎｍ以上の粒径を有する散乱粒子を導入するに
は、量が限定的をなる為、光散乱層としての機能が劣る場合がある。更に、この光散乱膜
は無機ガラス材質であり、可撓性が低く、フレキシブル基板材料には適さない為、汎用性
に劣る問題がある。
【０００９】
　これらの問題を解決する手段として、ポリシラン・金属酸化物・溶剤を含む組成物を硬
化して得られる多孔質硬化物を光散乱層として応用することが提案されている（特許文献
４）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１０】
【特許文献１】国際公開第２００９/１１６５３１号
【特許文献２】特開２０１０－１８２４４９号公報
【特許文献３】国際公開第２００３/２６３５７号
【特許文献４】国際公開第２０１３/１０５５５６号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　しかしながら、上記多孔質光散乱層の形成には溶剤の除去の為に４００℃以下程度の高
温で加熱しており、焼成程ではないが生産に要する熱エネルギー消費量が大きい。
【００１２】
　また、光散乱層自体に生じる空孔を光散乱材として利用しており、空孔が光散乱層の表
層に露出した場合、陽極との接合面の密着性が悪化し、有機ＥＬ面発光体の性能低下につ
ながる懸念が残る問題もある。
【００１３】
　本発明は、生産工程における熱エネルギー消費量が少なく、且つ、光取出し効率と耐久
性に優れた有機ＥＬ素子及びそれを具備した有機ＥＬ表示装置の提供を目的とする。
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【課題を解決するための手段】
【００１４】
　本発明の請求項１に係る発明は、透明基板の一方の上に、光散乱層、陽極、有機発光層
、陰極が順次積層されてなる有機ＥＬ素子であって、
　前記光散乱層は、少なくとも多孔性粒子と高屈折率粒子とを含むフィラーと、ＵＶ硬化
性樹脂を含むＵＶ硬化性樹脂組成物から形成され、前記フィラーの含有率が７０ｗｔ％以
下であることを特徴とする有機ＥＬ素子である。
【００１５】
　また、請求項２に係る発明は、前記多孔性粒子が細孔径１～５０ｎｍの無機酸化物から
なることを特徴とする請求項１に記載の有機ＥＬ素子である。
【００１６】
　また、請求項３に係る発明は、前記高屈折率粒子が屈折率１．８以上の金属または無機
酸化物であることを特徴とする請求項１または２に記載の有機ＥＬ素子である。
【００１７】
　また、請求項４に係る発明は、前記光散乱層が全光線透過率８０％以上であることを特
徴とする請求項１～３のいずれかに記載の有機ＥＬ素子である。
【００１８】
　また、請求項５に係る発明は、請求項１～４のいずれかに記載の有機ＥＬ素子を具備し
たことを特徴とする有機ＥＬ表示装置である。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明の請求項１によれば、前記光散乱層に多孔性粒子を含むことにより、有機ＥＬ素
子の駆動時の熱でバインダー樹脂等から発生するアウトガスを吸着することができ、その
結果、前記光散乱層のクラックの発生を抑制できる。
【００２０】
　また、同じく前記光散乱層に高屈折率粒子を含むことにより、例えばＩＴＯ（屈折率２
．１～２．２）からなる陽極とガラス（屈折率１．４～１．５）からなる透明基板との間
で、従来は全反射していた光を、効率よく透明基板の前方に取り出すことができる。
【００２１】
　また、前記光散乱層のバインダー樹脂としてＵＶ硬化性樹脂を用いることにより、紫外
線照射により容易に硬化することができ、従来の熱によるダメージを抑制することができ
る。
【００２２】
　またさらには、前記光散乱層中の前記フィラーの含有率７０ｗｔ％以下とすることによ
り、前記光散乱層の表面を平滑に抑えることができ、その上に有機発光層を均一に形成す
ることができる。以上のことから、有機発光層から発光する光の取り出し効率を向上させ
る、且つ有機ＥＬ素子の長寿命化が可能となる。
【００２３】
　また、請求項２によれば、前記多孔性粒子を細孔径１～５０ｎｍの無機酸化物とするこ
とで、アウトガスとして揮発する可能性のあるＵＶ硬化性樹脂内に残存する未硬化のモノ
マーや光重合開始剤等の揮発性有機化合物（ＶＯＣ）、水などを効率的に吸着することが
でき、その結果、前記光散乱層のクラックの発生を抑制できる。
【００２４】
　また、請求項３によれば、前記高屈折率粒子を屈折率１．８以上の金属または無機酸化
物とすることにより、例えばＩＴＯ（屈折率２．１～２．２）からなる陽極とガラス（屈
折率１．４～１．５）からなる透明基板との間で、従来は全反射していた光を、効率よく
透明基板の前方に取り出すことができる。また、前記粒子を金属または無機酸化物から選
定することにより、耐熱性が向上し高い信頼性が得られる。
【００２５】
　また、請求項４によれば、前記光散乱層を全光線透過率８０％以上とすることにより、
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有機ＥＬ素子として十分な明るさを維持できる。
【００２６】
　上記のように、本発明によれば、従来よりも生産時の熱エネルギー消費量が低く、生産
性・耐久性が共に高く、光取出し効率の良好な有機ＥＬ素子が得られ。また、さらに、光
散乱層からの水蒸気等のアウトガスを多孔質フィラーに吸着させることができ、アウトガ
スによる劣化を防止することで有機ＥＬ素子の長寿命化が図れる。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】（ａ）本発明に係る有機ＥＬ素子の一実施形態を示す断面模式図である。　　　
（ｂ）上記有機ＥＬ素子における光取出し状況を示す模式図である。
【図２】（ａ）従来の有機ＥＬ素子の一実施形態を示す断面模式図である。　　　（ｂ）
上記有機ＥＬ素子における光取出し状況を示す模式図である。
【図３】（ａ）従来の有機ＥＬ素子の一実施形態を示す外部に光取出しフィルムを備えた
構成を示す断面模式図である。　　　（ｂ）上記有機ＥＬ素子における光取出し状況を示
す模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
　以下、本発明を図に基づいて説明する。なお、同様又は類似した機能を発揮する構成要
素には全ての図面を通じて同一の参照符号を付し、重複する説明は省略する。また、各図
は模式図であり、各部位の縮尺は実際とは一致しない。
【００２９】
　本発明は、図１（ａ）に示すように、透明基板５の一方の上に、光散乱層４、陽極３、
有機発光層２、陰極１が順次積層されてなる有機ＥＬ素子であって、前記光散乱層４が、
少なくとも多孔性粒子と高屈折率粒子とを含むフィラーと、ＵＶ硬化性樹脂を含むＵＶ硬
化性樹脂組成物から形成されることを特徴とする。
【００３０】
　本発明の有機ＥＬ素子は、従来は図３（ｂ）に示すような、例えば陽極３として形成さ
れたＩＴＯ膜（屈折率２．１～２．２）と透明基板５として用いられるガラス（屈折率１
．４～１．５）との界面で、両層の屈折率の差により、全反射して取り出せなかった有機
発光層２の発光を、図１（ｂ）に示すように、ガラスの前面方向に取り出すことができる
。
【００３１】
　具体的には、前記光散乱層４としてガラスよりも屈折率の高い高屈折率粒子とＵＶ硬化
性樹脂を用いることにより、ＩＴＯとガラスの中間の屈折率に、好ましくは屈折率１．８
以上に調整することができ、従来は両者の界面で全反射していた光を効率よくガラスの前
面に取り出すことができることを特徴としている。
【００３２】
　以下、本発明をより詳細に説明する。
【００３３】
　本発明に用いられる透明基板５としては、耐熱性、寸法安定性、耐薬品性、透明性等に
優れるガラスが好ましいが、フレキシブルな形態を求める場合にはプラスチックフィルム
・シートを用いることができ、例えばポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）やポリエチ
レンナフタレート（ＰＥＮ）等が挙げられる。
【００３４】
　次に本発明に係る光散乱層４について説明する。前記光散乱層４は、少なくとも多孔性
粒子と高屈折率粒子とを含むフィラーと、ＵＶ硬化性樹脂を含むＵＶ硬化性樹脂組成物か
ら形成される。このとき前記光散乱層中の前記フィラーの含有率を７０ｗｔ％以下とする
必要がある。
【００３５】
　前記多孔性粒子としては、細孔径１～５０ｎｍの無機酸化物が好ましい。例えば、ゼオ
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ライト類、多孔性シリカ、多孔性アルミナ、多孔性チタニアなどが挙げられる。多孔性粒
子は、アウトガスとして揮発する可能性のあるＵＶ硬化性樹脂内に残存する未硬化のモノ
マーや光重合開始剤等の揮発性有機化合物（ＶＯＣ）、水などを効率的に吸着することが
でき、その結果、前記光散乱層のクラックの発生を抑制できる。細孔径が１ｎｍ未満であ
ると前記ＶＯＣや水の吸着が難しく、また、５０ｎｍを超えると吸着する能力はあるが、
前記アウトガスの分子サイズに対して余裕があり過ぎ、効率的に吸着することが難しくな
る。
また、細孔径が１～１００ｎｍの範囲であると、ＵＶ硬化性樹脂組成物の調整における分
散性が向上し、前記組成物の調整に用いる分散剤の添加量を少なくできる効果もある。
【００３６】
　前記高屈折率粒子としては、屈折率が１．８以上の金属または無機酸化物が好ましく、
例えば、酸化アルミニウム（Ａｌ２Ｏ３）、二酸化ジルコニウム（ＺｒＯ２：ジルコニア
）などが挙げられる。高屈折率粒子は前記光散乱層４の屈折率を上げるための調整フィラ
ーである。
【００３７】
　その他、フィラーとして、前記ＵＶ硬化性樹脂の屈折率との関係で、下げるための調整
フィラーとして低屈折率（１．４～１．６）の粒子、例えば、シリコーン粒子、シリカ粒
子、フッ素樹脂粒子などを用いることができる。
【００３８】
　前記ＵＶ硬化性樹脂組成物には、高い屈折率を有するＵＶ硬化性樹脂、モノマー、光重
合開始剤が含まれ、前記組成物の粘度調整用として溶剤を用いることもできる。前記ＵＶ
硬化性樹脂としては、屈折率が１．６～２．０の範囲の樹脂が好ましく、例えば、チオウ
レタン系樹脂、エピスルフィド系樹脂、アクリル系樹脂、ポリイミド系樹脂、トリアジン
系樹脂、シルセスキオ系樹脂などが挙げられる。なお、モノマー、光重合開始剤、溶剤な
どは特に限定するものではなく、前記ＵＶ硬化性樹脂組成物の性状に合わせて選定するこ
とができる。
【００３９】
　本発明に係る光散乱層４は、前記透明基材の一方の面上、前記前記ＵＶ硬化性樹脂組成
物を用いて、公知の塗布方法や印刷方法にて塗布した後、紫外線照射により硬化して形成
することができる。
【００４０】
　光散乱層４の厚みは、１～２０μｍの範囲であることが望ましい。これは、フィラー粒
径と散乱光率、及び材料コストを総合的に考慮した結果であり、１μｍよりも薄いと、フ
ィラーが露出して平坦性が低下し、陽極との密着性に悪影響があったり、光散乱性能が低
くなり、所望の散乱光率が得られなかったりする。反対に、２０μｍよりも厚いと、平坦
性を保持し、十分な光散乱性能を示すが、材料コストが割高になる点で不利である。一方
、光散乱層の厚みが１～２０μｍの範囲であると、高い平坦性及び光散乱性能を有し、且
つ材料コストも抑えることが可能になる点で有利である。
【００４１】
　形成した光散乱層４の全光線透過率は、８０％以上であることが望ましい。これは、光
散乱層での吸収や反射により、全光線透過率が８０％未満になると、有機ＥＬ面発光体の
光量が低下し、十分な明るさを維持できなくなる点で不利となる為である。全光線透過率
が８０％以上であると、発光層から放出された光を有効に活用できる。
【００４２】
本発明に係る陽極層（ＩＴＯ透明電極）３は、スパッタリング法により０．１～０．２μ
ｍの厚さで設けることが好ましい。また、陽極３としてＩＴＯ以外にも、ＩＺＯ（インジ
ウム・亜鉛複合酸化物）、酸化錫、酸化亜鉛、酸化インジウム、酸化アルミニウム複合酸
化物等の透明電極材料を使用することができるが、低抵抗であること、耐溶剤性があるこ
と、高い透明性があることなどから、ＩＴＯが好ましい。
【００４３】
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　本発明に係る有機発光層２は、正孔輸送層、発光層、電子輸送層が順次積層された、公
知のものを使用することができる。またその形成方法としては、特に限定するものではな
く、公知の印刷法等を用いることができる。
【００４４】
　正孔輸送層は陽極３（ＩＴＯ）から有機発光層２へ正孔が注入され易くなるように、注
入障壁を下げるためのものである。低分子系の正孔輸送材料としては、トリフェニルアミ
ン２量体（ＴＰＤ）や、これらをスターバースト状に結合したスターバーストアミンが挙
げられる。いずれもアモルファス状態を呈し、結晶化しないように高いガラス転移温度を
示すのが好ましい。また、高分子系の正孔輸送材料としては、ポリアニリン誘導体、ポリ
チオフェン誘導体、ポリビニルカルバゾール誘導体などを用いることができる。
【００４５】
　また、前記発光層は低分子系として、アルミキノリン、ベンゾオキサゾールＺｎ錯体、
ベンゾキノリノールＢｅ錯体のような電子輸送性の金属錯体と、これらにドーピングして
発光色の調整に用いる色素系材料がある。色素系にはジスチリルアリーレン誘導体、ピラ
ゾキノリン誘導体、オキサジアゾール誘導体などが挙げられる。
【００４６】
　また、有機発光材料を高分子材料に分散させたものが使用できる。例えば、クマリン系
、ペリレン系、ピラン系、アンスロン系、ポルフィレン系、キナクリドン系、Ｎ，Ｎ´－
ジアルキル置換キナクリドン系、ナフタルイミド系、Ｎ，Ｎ´－ジアリール置換ピロロピ
ロール系、イリジウム錯体などの有機発光材料を、ポリスチレン、ポリメチルメタクリレ
ート、ポリビニルカルバゾールなどの高分子材料に分散させたものが挙げられる。
【００４７】
　上記のような有機発光材料と高分子材料に適正な溶剤を加え、安定して分散させた有機
発光インキを調整して、各種印刷方法や塗布方法により発光層を形成する。また、有機発
光インキの調整には、必要に応じて、界面活性剤、酸化防止剤、粘度調整剤、紫外線吸収
剤などを添加してもよい。
【００４８】
　電子輸送層は、陰極１から注入される電子を前記発光層に輸送するためのものである。
前記電子輸送層を形成するための材料としては、例えば、キノリン、ペリレン、トリアゾ
ール、オキサゾール、オキサジアゾール、またはこれらの誘導体や金属錯体が挙げられる
。
【００４９】
　本発明に係る有機発光層４は、上記で説明した正孔輸送層、発光層、電子輸送層が順次
積層して構成されるものであるが、これらを構成する各種材料やそれぞれの層の形成方法
については特に限定されるものではない。
【００５０】
　本発明に係る陰極１に使用できる材料としては、例えば、リチウム、マグネシウム、カ
ルシウム、イッテルビウム、アルミニウムなどの金属単体や、これらと金、銀などの安定
した金属との合金などが挙げられる。また、インジウム、亜鉛、錫などの導電性酸化物を
用いることもできる。これらの電極用材料は前記有機発光層２の発光特性に応じて選ぶこ
とができる。また、陰極１の形状は、ストライプ形状でもベタ形状でもよい。
【実施例】
【００５１】
　以下、本発明を実施例によりさらに詳細に説明する。なお、実施例で用いた光散乱層４
の構成については、以下の表１に記す。
【００５２】
　＜実施例１＞
　透明基板としてガラス板を用い、その一方の面上に下記組成のＵＶ硬化性樹脂組成物を
ロールコーターで、紫外線照射後の硬化膜（光散乱層）の厚さが１μｍとなるように塗布
し、紫外線を照射して光散乱層を形成した。
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【００５３】
　＜ＵＶ硬化性樹脂組成物＞
　ＵＶ硬化性樹脂、モノマー、光重合開始剤　　　　　１７重量部
　溶剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５８．８重量部
　多孔性シリカ（多孔性粒子）　　　　　　　　　　３．１重量部
　ジルコニア（高屈折率粒子）　　　　　　　　　１３．９重量部
　シリカ粒子（他フィラー）　　　　　　　　　　　７．２重量部
【００５４】
　次に、上記で形成した光散乱層の上に、陽極としてＩＴＯ膜をスパッタリング法により
膜厚５０ｎｍで形成した。
【００５５】
　次に、有機発光層を構成する正孔輸送層、発光層、電子輸送層のそれぞれ公知の材料を
用いて、順次積層して有機発光層を形成した。
【００５６】
　次に、上記で形成した有機発光層の上に、アルミニウムの金属単体を用いて真空蒸着法
により陰極を形成し、有機ＥＬ素子を作製した。なお、前記光散乱層の形成に用いたＵＶ
硬化性樹脂組成物については、後述する実施例２～４及び比較例１～６を含めて、以下の
表１に記載する。
【００５７】
　＜実施例２＞
　紫外線照射後の硬化膜（光散乱層）の厚さを１０μｍとした以外は、実施例１と同様に
して有機ＥＬ素子を作製した。
【００５８】
　＜実施例３＞
　紫外線照射後の硬化膜（光散乱層）の厚さを２０μｍとした以外は、実施例１と同様に
して有機ＥＬ素子を作製した。
【００５９】
　＜実施例４＞
　多孔性粒子を多孔性チタニアにし、紫外線照射後の硬化膜（光散乱層）の厚さを１０μ
ｍとした以外は、実施例１と同様にして有機ＥＬ素子を作製した。
【００６０】
　＜比較例１＞
　多孔性粒子を添加せず、紫外線照射後の硬化膜（光散乱層）の厚さを１０μｍとした以
外は、実施例１と同様にして有機ＥＬ素子を作製した。
【００６１】
　＜比較例２＞
　多孔性シリカの細孔径を０．５ｎｍ、紫外線照射後の硬化膜（光散乱層）の厚さを１０
μｍとした以外は、実施例１と同様にして有機ＥＬ素子を作製した。
【００６２】
　＜比較例３＞
　多孔性シリカの細孔径を６０ｎｍ、紫外線照射後の硬化膜（光散乱層）の厚さを１０μ
ｍとした以外は、実施例１と同様にして有機ＥＬ素子を作製した。
【００６３】
　＜比較例４＞
　細孔径１ｎｍの多孔性樹脂粒子を用い、紫外線照射後の硬化膜（光散乱層）の厚さを１
０μｍとした以外は、実施例１と同様にして有機ＥＬ素子を作製した。
【００６４】
　＜比較例５＞
　多孔性シリカの細孔径を１．５～３．５ｎｍ、紫外線照射後の硬化膜（光散乱層）の厚
さを０．８μｍとした以外は、実施例１と同様にして有機ＥＬ素子を作製した。
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　＜比較例６＞
　多孔性シリカの細孔径を１．５～３．５ｎｍ、紫外線照射後の硬化膜（光散乱層）の厚
さを３０μｍとした以外は、実施例１と同様にして有機ＥＬ素子を作製した。
【００６６】
【表１】

【００６７】
　＜評価＞
　実施例１～４、比較例１～６で得られた有機ＥＬ素子について、耐久性と輝度を評価し
た。評価基準は、耐久性：光散乱層を設けることなく、ガラス板上に直接陽極を形成した
ものをリファレンスとして、リファレンスよりもダークスポット発生までの時間や寿命が
長ければ、○、短ければ×、同等であれば△。輝度：リファレンスより高ければ○、低け
れば×、同等であれば△。評価結果を以下の表２に示す。
【００６８】
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【表２】

【００６９】
　表１に示すように、フィラーに１～５０ｎｍの細孔径を有する無機酸化物多孔性粒子混
在させ、ＵＶ硬化性樹脂を主材料とする全光線透過率８０％以上の光散乱層を、ロールコ
ーターにて、１～２０μｍ厚みで形成することで、従来構成の素子よりも耐久性・輝度共
に向上した有機ＥＬ面発光体を得ることが可能であることが示された。また、表には載せ
ていないが、透光性基板として巻取り可能なガラスシートを用いることで、フレキシブル
化しても、性能が維持されることも確認された。
【産業上の利用可能性】
【００７０】
　本発明に関わる有機ＥＬ面発光体を用いることで、従来よりも生産時の熱エネルギー消
費量が低く、生産性・耐久性が共に高く、光取出し効率も良好な有機ＥＬ面発光体及び、
該有機ＥＬ面発光体を用いた照明器具や光源、表示装置を提供することが可能となる。
【符号の説明】
【００７１】
１・・陰極
２・・有機発光層
３・・陽極（ＩＴＯ）
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４・・光散乱層
５・・透明基板
６・・光取り出しフィルム
７・・有機発光層から放出された後、透明基板前面と透過する光
８・・有機発光層から放出された後、各界面で全反射する光
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